＜報告＞
　町内会への自治基本条例説明会
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　報告：津田真人（07･4･27）
町内会名：山之内瓜ケ谷町内会（世帯数約３３０）

· 住所名「山之内」で８っある町内会の一つ

日付：2007年4月21日（土）

会合名：総会の議事終了後
時間：11時15分～45分

会場：山之内公会堂

参加者：総会出席世話人議席数22人中出席者は約1７～18人、他に新旧役員７～８人
　　　　合計、24～26人

説明員：橋爪代表、水野運営委員、津田会員（記録）
１、挨拶、説明：

　・何をするものなのか――市民参画のルール（税金の使われ方、使った後のチェック）
・背景――バブル崩壊、国の財政、人口の減少

・目標――市民の意見が行政の目標になる、正しく実行させる

２、意見、質問：

　①「広報」が折込ではなく各戸配布になったがどうしてか（費用は？ムダは？）

　　　――若い人で新聞を取らない人が多い、費用あまり変わらない
　　　――月２回発行だが内容にダブリとか形式的とかの問題あり（発行予定の関係）

　②この町内会は大船地区であるが、市中心部から取り残されている。図書館や保育施設などがない。空いている建物・部屋の利用などで改善できる

　　　――行政の縦割りの弊害あり、融通性にかけたり。できることができない例多い

　　　――現状について市民の意見が言える仕組みが必要
　③どんな内容（の条文）を創るのか？。「縦割りダメ」とか決めるのか

　　　――問題の出し合いをやってきた、その整理をし、解決策を表現していく

　　　――条文はこれからの段階、また、問題点も含めぜひ意見を寄せてください
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